
令和4年度の目標

生物・生態系へのリスク評価手法の検討



令和4年度の目標

１．リスク評価検討委員会
海洋プラごみによる生物・生態系へのリスク評価※1手法の確立に当面必要なモニタリングデータの物化性状や微細化等に係る
情報及び有害性情報を特定する。また、両者のギャップについて総合的に検討する。  

２．ばく露評価分科会
環境中の実測データをリスク評価に活用するため、実環境と室内実験とのギャップについての考え方を整理 （特に粒径に関す
るギャップに着目）
３．有害性評価分科会
水生生物への粒子影響に関する信頼性のある知見をとりまとめ（リスク評価に用いる文献の採用基準を整理）

文献調査
等

２．ばく露等評価分科会
⚫ 実測データの収集
⚫ 実環境と室内実験のギャップ（濃度換算、粒径、素

材、形状）を埋めるための情報収集
⚫ 微細化や劣化のメカニズムに関する情報収集
⚫ リスク評価への活用法の検討

３．有害性評価分科会
⚫ 粒子影響に関する室内実験の情報収集
⚫ エンドポイントや試験条件等有害性性評価

に必要な情報（文献の採用可否検討に当
たって留意すべき点）の検討

⚫ リスク評価への活用法の検討

１．リスク評価検討委員会

②物化性状①ばく露 ③有害性

※ 主に水生生物（魚類等）への粒子影
響を想定

生物生態系影響

マイクロプラスチックによる生物生態系影響についての検討（令和4年度）
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